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Ⅰ ファンドの運用状況 

１. 平成 28 年 1 月中間期の運用状況 (平成 27 年 7 月 14 日～平成 28 年 1 月 13 日) 

 (1)資産内訳 （百万円未満切捨て） 

 
主要投資資産 

現金・預金・その他の資産 
（負債控除後） 

合計（純資産） 

     金額     構成比      金額     構成比      金額     構成比 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

平成 28 年 1 月中間期 999 （12.2） 7,226 （87.8） 8,226 （100.0） 

 

   (2)設定・解約実績 （千口未満切捨て） 

 
前計算期間末 

発行済口数（①） 
設定口数（②） 解約口数（③） 

当中間計算期間末 
発行済口数 
（①+②-③） 

 千口 千口 千口 千口 

平成 28 年 1 月中間期 － 1,717   593 1,124 

 
  (3)基準価額 

 
総資産 

(①) 
負債 
（②） 

純資産 
（③(①)-(②)） 

100 口当り基準価額 
（(③/当中間計算期間末（前計算期末） 

発行済口数）×100） 

 百万円 百万円 百万円   円 

平成 28 年 1 月中間期 9,423 1,196   8,226 731,875 

 
 

2. 会計方針の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更    無 

② ①以外の変更                無 
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Ⅱ 中間財務諸表 

 

（1）【中間貸借対照表】 

区           分 

第 1期中間計算期間末 

平成 28年 1月 13日現在 

 金 額（円） 

 資産の部   

   流動資産   

     コール・ローン 4,124,304,067 

コマーシャル・ペーパー 999,982,452 

現先取引勘定 2,000,120,000 

     派生商品評価勘定 12,526,240 

     前払金 1,719,847,000 

     差入委託証拠金 566,370,000 

    流動資産合計 9,423,149,759 

   資産合計 9,423,149,759 

 負債の部   

   流動負債   

     派生商品評価勘定 1,184,403,576 

     未払受託者報酬 1,166,365 

     未払委託者報酬 9,039,316 

その他未払費用 2,261,623 

    流動負債合計 1,196,870,880 

   負債合計 1,196,870,880 

 純資産の部   

  元本等   

    元本 11,240,000,000 

    剰余金  

    中間剰余金又は中間欠損金（△） △3,013,721,121 

（分配準備積立金） － 

   元本等合計 8,226,278,879 

  純資産合計 8,226,278,879 

 負債純資産合計 9,423,149,759 
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(2) 【中間損益及び剰余金計算書】 

区           分 

第 1期中間計算期間 

自 平成 27年 7月 14日 

至 平成 28年 1月 13日 

 金 額（円） 

 営業収益   

   受取利息 187,523 

   有価証券売買等損益 7,820 

派生商品取引等損益 △1,326,196,160 

  営業収益合計 △1,326,000,817 

 営業費用   

   受託者報酬 1,166,365 

   委託者報酬 9,039,316 

その他費用 2,261,623 

  営業費用合計 12,467,304 

 営業利益又は営業損失（△） △1,338,468,121 

 経常利益又は経常損失（△） △1,338,468,121 

 中間純利益又は中間純損失（△） △1,338,468,121 

 一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は 

 一部解約に伴う中間純損失金額の分配額（△） 
－ 

 期首剰余金又は期首欠損金（△） － 

 剰余金増加額又は欠損金減少額 979,776,490 

   中間一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金 

減少額 
979,776,490 

 剰余金減少額又は欠損金増加額 2,655,029,490 

   中間追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金 

増加額 
2,655,029,490 

 分配金 － 

 中間剰余金又は中間欠損金（△） △3,013,721,121 
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(3)【中間注記表】 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

1. 有価証券の評価基準

及び評価方法 

 

 

 

 

2. デリバティブ等の評

価基準及び評価方法 

 

 

 

3. 収益及び費用の計上

基準 

 

4. その他財務諸表作成

のための基本となる

重要な事項 

 

 

 

 

 

 

コマーシャル・ペーパー 

個別法に基づき時価で評価しております。 

時価評価にあたっては、金融商品取引業者、銀行等の提示する価額（但し、

売気配相場は使用しない）、価格情報会社の提供する価額又は日本証券業協

会発表の売買参考統計値（平均値）等で評価しております。 

 

先物取引 

個別法に基づき、原則として時価で評価しております。 

時価評価にあたっては、原則として、計算日に知りうる直近の日の主たる取

引所の発表する清算値段又は最終相場によっております。 

 

有価証券売買等損益及び派生商品取引等損益の計上基準 

約定日基準で計上しております。 

 

1.現先取引 

現先取引の会計処理については、「金融商品に関する会計基準」（企業会計

基準委員会 平成 20年 3月 10日）の規定によっております。 

 

2.金融商品の時価に関する補足情報 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合に

は合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては

一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当

該価額が異なることもあります。 

 

（中間貸借対照表に関する注記）  

項 目 
第 1期中間計算期間末 

平成 28年 1月 13日現在 

1. 

  

 

2. 

 

 

受益権総数 

 

 

元本の欠損 

 

 

1,124,000口 

 

 

中間貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っており、

その差額は3,013,721,121円であります。 

 

3. 1口当たり純資産額 

（100口当たり純資産額） 

7,318.75円 

(731,875円) 

 

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記） 

第 1期中間計算期間 

自 平成 27年 7月 14日 

至 平成 28年 1月 13日 

該当事項はありません。 

 

（金融商品に関する注記） 

 金融商品の時価等に関する事項 

項 目 
第 1期中間計算期間末 

平成 28年 1月 13日現在 

1. 貸借対照表計上額と時価との

差額 

中間貸借対照表計上額は原則として時価で計上されているため、差

額はありません。 
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2. 時価の算定方法 (1)有価証券 

重要な会計方針に係る事項に関する注記に記載しております。 

(2)デリバティブ取引 

デリバティブ取引に関する注記に記載しております。 

(3)上記以外の金銭債権及び金銭債務 

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額を時価としております。 

 

（デリバティブ取引に関する注記） 

取引の時価等に関する事項 
株式関連 

種類 

第 1期中間計算期間末 

平成 28年 1月 13日現在 

契約額等 

（円） 

  時価 

（円） 

評価損益 

（円） うち 

１年超 

市場取引 

 
        

  先物取引 

 
       

   買建 18,393,557,000 － 17,222,100,000 △1,171,457,000 

合計 18,393,557,000 － 17,222,100,000 △1,171,457,000 

（注）1．時価の算定方法 

株価指数先物取引の時価については、以下のように評価しております。 

原則として中間計算期間末日に知りうる直近の日の主たる取引所の発表する清算値段又

は最終相場で評価しております。このような時価が発表されていない場合には、中間計

算期間末日に最も近い最終相場や気配値等、原則に準ずる方法で評価しております。 

 2．株価指数先物取引の残高は、契約額ベースで表示しております。 

 3．契約額等には手数料相当額を含んでおりません。 

 4．契約額等及び時価の合計欄の金額は、各々の合計金額であります。 

 

（その他の注記）  

項 目 

第 1期中間計算期間 

自 平成 27年 7月 14日 

至 平成 28年 1月 13日 

  

元本の推移 
 

    期首元本額 

期中追加設定元本額 

期中一部解約元本額 

2,600,000,000円 

14,570,000,000 円 

5,930,000,000円 
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